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わたしの隣人に対して、一人のキリストになろう
喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣きなさい。

ローマの信徒への手紙 12章 15節
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一つの部分が苦しめば、すべての部分が共に苦しみ、

一つの部分が尊ばれれば、すべての部分が共に喜ぶのです。

コリントの信徒への手紙一　12 章 26 節 ・ 新共同訳



シリーズ説教

　2024 年度、私たち藤が丘教会では「わたし

の隣人に対して、一人のキリストになろう」

という主題に従って歩んでまいりました。礼

拝後に教会総会が開催されますが、2025 年度

も同じ主題をご提案させていただきたいと思

っています。主題聖句について触れますと、

2025 年度はローマの信徒への手紙から「喜ぶ

人と共に喜び、泣く人と共に泣きなさい」を

提案させていただきます。この主題聖句を一

言で言い表すとしたら、それは「共感」とい

うことになるでしょう。そうです。イエス・

キリストご自身こそ、私たちに共感するため

に、神の子でありながら、私たちの間に宿ら

れたのであり、民衆と一緒に洗礼を受けられ

たのであり、罪人や徴税人たちと共に食卓に

つかれたのでした。そしてついには、罪に捕

らわれた私たちを解放するために、十字架の

死を遂げられたのです。

　主に従うということは、このような主と同

じように、誰かの痛みに共感し、喜びも悲し

みをも共にするということにちがいありませ

ん。そういう意味で、提案させていただく

ローマの信徒への手紙からの言葉は、「わたし

の隣人に対して、一人のキリストになろう」

という主題に、ふさわしいと思われます。キ

リストが共感をもって私たちと共にいてくだ

さいましたから、私たちも「一人のキリス

ト」として、誰かに共感し、喜びも悲しみを

も共にする群れとされたいのです。

　突然ですが、「日本福音ルーテル教会第 7次

綜合宣教方策」の標題ご存じでしょうか。そ

れは次のようになっています。「隣人のために

一人のキリストとなる」。藤が丘教会の主題と

重なっていることがわかります。違いは次の

副題になるでしょう。（隣人と共にあるキリス

トに出会う）。すべての隣人と共にあるキリス

トを隣人のうちに見る。こうしてすべての

人々の隣人として生きようということです。

キリストが、私たちの弱さ、痛みに共感し、

憐れみがあらわされたように、私たちもすべ

ての隣人と共にあるキリストを見るというこ

となのです。

　藤が丘教会の主題に戻りますが、「わたしの

隣人に対して、一人のキリストになろう」と

いうものでしたが、日本福音ルーテル教会の

表題に重ねてみますと、これは私たちは隣人

のキリストになることと共に、隣人と共にお

られるキリストに、かえって出会うという双

方向の主題なのだと気付かされます。

　この私たちを通して、キリストはすべての

人々に現れるということなのです。私たちは

隣人に対して、「喜ぶ人と共に喜び、泣く人と

共に泣く」者となりたいのですが、同時にこ

の私の隣人として、キリストは共に喜び、共

に泣いてくださるのです。

　「一人のキリストになろう」と言っている

のですが、私たちが努力した結果「なる」の

ではなく、キリストがまず私たちの隣人とな

り、それぞれの痛みに共感してくださったこ

とによるのです。このキリストに励まされ

て、動かされて私たちも隣人となって、一人

のキリストとされていくのです。するとどう

でしょう。その隣人と共にいるキリストに、

かえって私たちは出会うと言われているので

す。「この聖書の言葉は、今日、あなたがたが

耳にしたとき、実現した」とは、こういうこ

となのです。この主にあって、私たちは新し

い一年の歩みを、祈りつつ始めてまいりま

しょう。（顕現後第 3主日）

「共に生きる」　　　　　　　　佐藤和宏牧師

　ルカによる福音書 4章 14‑21 節



●はじめまして、◯又です。　　◯又◯郎、◯子

　はじめまして。横浜教会から移って参りま

した。2023 年の春に横浜市保土ケ谷区から

相模原市南区に引越して、間もなく２年とな

ります。ようやく教会生活の引越も完了で

き、ほっとしております。長男長女は地方で

のびのびと大学生活を送っており、夫婦二人

暮らしです。今回の引越は結婚後 ９ 回目とな

ります。

　札幌市（豊平区と南区）、豪州（キャンベラ

とホバート）、横須賀市（太田和とハイラン

ド）、横浜市（保土ケ谷区の某マンション５号

棟と同３号棟）…と、各所なぜか２箇所ずつ

住むことになり、今回の相模原市は終の棲家

の予定ですが、主の導きは如何に…。このよ

うに転々としてきたため、通った教会もかな

りの数になります。しかも教派も様々で、日

本キリスト教会連合・単立・バプテスト・同

盟・長老派・改革派・日本基督教団など様々

でした。◯郎が 2018 年に、単身米国サン

ディエゴに半年滞在した折りたまたま現地の

ルーテル教会に通い、「歌う礼拝」や音楽性の

高い教会の雰囲気に共感し、帰国後日本福音

ルーテル横浜教会に夫婦で移籍しました。横

浜教会には５年ほど通いました。今回藤が丘

教会に移ってきて、まずは礼拝出席人数の多

さに驚きました。多くの委員会やグループ活

動が活発になされていることにも面くらって

おります。礼拝で歌われる讃美歌は未だに知

らない曲も多く、これからも新しい曲に出会

えることを楽しみしております。どうぞよろ

しくお願いします。

●わたしの隣人に対して、一人のキリストになろう

　1月 26 日（日）礼拝後、定期総会が開催さ

れました。年間主題は、昨年に引き続き「わ

たしの隣人に対して、一人のキリストになろ

う」を提案、承認されました。主題聖句は

「喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣きなさ

い。」（ローマの信徒への手紙 12章 15 節）に

なります。

　2025 年度宣教計画は、昨年までの計画に加

え、「将来に備える」が提案されました。これ

は近い将来「牧師不足」が顕著となることが

予想されていますが、認識が十分にされてい

るとは言えず、また対応もままならない現況

を省み、具体的に準備を始めようというもの

です。

　長年、「1教会 1牧師」を当然のように考え

て来た、私たちを含めた首都圏の教会です

が、たとえ財政的にゆとりのある教会であっ

たとしても、そのことが牧師を招くことを保

証するものではない。これが現実なのです。

決して過度な不安を煽ろうというわけではな

く、「適切な準備をはじめましょう」というの

が、宣教計画のねらいです。

　ルーテル教会では、教会を「全信徒の集ま

り」と告白するように、まずは一人ひとりが

「藤が丘教会」に欠かせない大切な存在である

ことをご自覚いただき、ご一緒に準備を進め

てくださいますよう、お願いします。

　何をどう準備すればいいのか。皆さん、こ

のように思われるでしょう。まずは「牧師し

かできないことと、信徒ができること」を分

類するところから始めてみましょう。こうし

て牧師も信徒もそれぞれ力を合わせて、教会

を担っていく地盤がつくり上げられるのでは

ないでしょうか。（佐藤）

教会総会が開催されました。



　教会総会が終了し、2月 2日の礼拝では、

2025 年度役員就任式が執り行われ、藤が丘

教会も新しい一年の歩みを始めました。ルー

テル教会では、教会について「全信徒の集ま

り」と告白していますから、もちろん「藤が

丘教会」という場合も、私たち一人ひとりを

指していることになります。今年私たちは

「将来将来への備えを始める」ことを目指しま

す。それは「牧師不足」の時代を前に、備え

ることです。皆さんのお声を聞かせていただ

き、私たちの準備を始めましょう。

　決して否定的なことだけではありません。

これを機会に、教会という主にある交わりの

成長につながると、私は希望をもっていま

す。（佐藤）

今月、受洗記念日を

迎えた方々

●女性会だより

　1月 19 日　女性会例会　　参加者 12名

　司会・祈り　◯山姉

　讃美歌　416 番

1　聖書の学び　

　　創世記 8章 13 節～22 節　「人が心に

　思うことは、幼い時から悪いのだ。わた

　しは、この度したように生き物をことご

　とく打つことは、二度とすまい。」

　　聖書の創世記は神の寛容さが主題であ

　る。聖書とは旧約と新約聖書合わせてで

　ある。

　　旧約聖書は律法を守っている人が救わ

　れるが、イエス様は旧約の言葉を語り、

　旧約聖書を切り捨ててはいない。

　　旧約聖書と新約聖書の間には十字架が

　ある。絶対に切り離せない、見逃しては

　いけないことがある。

　　神様は正しくない私達を、キリストの

　十字架によって罪を許された義があるが、

　同時に私達は義人にして罪人でもある。

　　神の寛容さが聖書にあり、大切なのは

　神様があなたに働きかけたことである。

　

　

２　女性会例会

　　①クリスマス献金についての説明

　　　（配布先など）、会計報告

　　②世界祈禱日についての報告

　　　　3月 7日（金）　日本基督教団

　　　　信濃町教会にて。

　　　　詳細については、後日ポスター・

　　　　小冊子を掲示する。

　次回は 2月 16 日

　

　

☜スマートフォン

で、こちらの QR コー

ドを読み込むと、教会

のさまざまな情報を、

確認出来ます。

●牧師室より

8 日　◯嘉◯安兄　

28日　安◯◯子姉

おめでとうございます。


